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今年度は、R7.9.15月、R7.11.24月、R8.1.12月、R8.2.23月を、開院いたします。
広報誌「News Letter」は、各医療機関に1冊ずつ配付しております。追加が必要な医療機関はお申し出ください。

予約専用フリーダイヤル
電話: 0800-200-4897／FAX: 0800-200-9489

紹介予約センター直通
電話: 0942-27-5673／FAX: 0942-31-7897
※スマートフォン・携帯電話の場合は、こちらにお電話ください※非通知設定されている場合は、頭に「186」をつけてください

FAX受付後、
順番に患者さんへ
ご連絡いたします。

受付
時間

月～金
8時30分から17時

※詳細なご予約方法・久留米大学病院案内図につきましては、
　久留米大学病院ホームページ 紹介予約センターをご覧ください。
（https://www.hosp.kurume-u.ac.jp/introduction/section/cooprat/referral_reservation_center/）

患者さんご紹介の際は『紹介予約センター』をご利用ください
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　皆さま、新年度を迎え、心新たに業務に取り組まれてい
ることと存じます。薬剤部長として、引き続き安全で質の高
い医療を提供できるよう、全力を尽くす所存です。

　近年、医療現場でもデジタル技術の進展により業務の
効率化が進んでおりますが、薬剤部においても医療DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）を積極的に推進しており、
私たちの業務も大きな変革期を迎えています。今後、電子
カルテのさらなる効率的な活用、ロボット導入による調剤
業務、将来的にはAIによる処方支援など、薬剤部としても
積極的にDXを推進し、より安全で迅速な薬剤提供体制を
構築してまいります。

　私たちはデジタル技術を活用することで、薬剤師が患者
さん一人一人に寄り添い、より質の高い薬剤指導や服薬管
理を行う「対人業務」を充実させ、医師・看護師・他部門と
の連携をより円滑にし、患者さんに最適な薬物療法を提供
する、ということが可能になります。特に、データ活用を通
じた服薬指導の質向上や、予測的アプローチによる副作
用管理の強化に注力していきたいと考えています。

　医療DXの推進により、調剤業務の自動化・省力化
を進めることで、薬剤師業務の効率化だけでなく、
患者さんと向き合う時間を確保し、薬剤師が専門
性を十分に発揮できる環境を整えます。本年度
は「変革と挑戦」をキーワードに、部門一丸と
なってより良い医療の実現を目指してまいり
ます。

　本特集では、薬剤部における医療DXの具体
的な取り組みとして、一包化錠剤自動仕分け
装置や散薬調剤ロボットなどの最新設備を紹
介いたします。

　皆さまのご協力を賜りながら、新たな時代
の医療に貢献できるよう尽力してまいります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　皆様には日頃よりご支援ご協力を賜り誠にありがとうご
ざいます。

　今回は久留米大学病院の薬剤部についてご紹介させて
いただきます。私達は「人と地球にやさしい、生命（いのち）
を慈しむ医療」という病院の理念に基づき、「専門性と倫理
観をもって薬剤師職能を全うする」を薬剤部の理念として
います。当院では全病棟に薬剤師を配置し、顔の見える
薬剤師として最適な薬物治療の提供に努めています。
薬剤部の中央部門である調剤室、注射薬供給室、
製剤室、医薬品情報室、薬務室、治験薬管理室で
は、質の高い薬剤管理ができるよう機械化や
技術革新を進め、医薬品の適正使用・安全
管理に努めています。また、中央手術部、
外来治療センター、医療安全管理部など
に薬剤師を配置し、他職種と連携を図りな
がらチーム医療に参画しています。患者
さんの気持ちに寄り添い、患者さんが安
心して医療を受けることができるよう全て
の医薬品に対し責任を持つことを使命と
し、最善の医療に貢献してまいります。

　医薬品の開発や医療技術の進歩により
医療を取り巻く環境は日々変化していき
ます。本年度は「変革と挑戦」をキーワード
に、次のステップに進んだ薬剤部として、
安全で質の高い医療提供に向けて進化し
続けたいと考えています。今後ともどうぞ
よろしくお願いいたします。

生命の尊さにもとづき、患者や家族の権利を
尊重し、 心のかよう医療を行います。

私たちのめざす医療

1. 患者中心の医療

地球環境にやさしい共生の医療をめざします。

2. 共生の医療

安全性を確保し、高度で専門的なチーム医療
の確立をめざします。

3. 高度で安全なチーム医療

地域医療機関との連携を密にした、継続性の
ある医療を行います。

4. 地域と共に歩む医療

教育機関として高水準の医療技術と思いやり
を備えた医療人の育成に努めます。

5. 優れた医療人の育成

福本 義弘

久留米大学病院  
薬剤部  部長

樋口 恭子

久留米大学病院  
薬剤部  副部長

これからも進化し続ける薬剤部へ
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未使用の一包化された錠剤を「ほど」き、
まとめて専用トレイへ。

専用トレイをセット。

専用トレイ内の錠剤を1錠ずつ判別機構へ。

※仕分け完了後は必ず目視確認を行ってください。

1錠ずつ撮影後、判別しそれぞれのカップへ。

一括OK！
個別に
拡大して
OK！

薬剤師
からの

コメント

秤量

　薬剤部の業務において、特に病棟から返品され
る一包化錠剤の仕分け作業は手作業による負担が
大きく、仕分けミスや戻しミスのリスクも伴います。
こうした課題を解決し、薬剤師がより安全かつ効
率的に業務を行える環境を整えるため、当院では
一包化錠剤自動仕分け装置を導入しました。

　従来の散薬調剤では、薬剤師が薬品の取
り揃え、秤量、分割、分包といった工程を手
作業で行う必要があり、多くの時間と労力を
費やしていました。今回導入した散薬調剤
ロボットにより、これらの工程をすべて自動
化することが可能となりました。

返品された一包化錠剤を専用トレイに投入するだけ
で、自動で錠剤を判別・仕分け。1,000錠を約9時間
で処理でき、薬剤師の業務負担を大幅に軽減します。

返品された一包化錠剤を自動で
識別し、適切に仕分ける装置。従
来手作業で行っていた仕分け作
業を自動化することで、ヒューマン
エラーの防止や作業時間の大幅
な削減が可能となります。

特集

薬剤部における医療DXの取り組み
～薬剤師の業務を支援する最新設備のご紹介～

1.

2.

一包化錠剤自動仕分け装置

散薬調剤ロボット

調剤業務の負担が減り、患者さんと向き合う時間が増えました

仕分け作業時間の削減

処方データを入力するだけで、薬品の選択・秤量・
分包まで全自動。調剤スピード向上により、薬剤
師の作業負担を軽減します。

自動化による業務時間の短縮

RFIDによる薬品認識で取り違えを防止するととも
に、精密な秤量とデジタル監視でヒューマンエラー
を抑制します。

正確な調剤とエラー防止

分包機内部の散薬残留を防ぎ、コンタミネーショ
ンを回避するなど自動洗浄機能で衛生管理を徹底。
また、秤量結果のデジタル履歴を保存し、監査体
制を強化しています。

安全性・品質管理の強化

小児向けの少量分包にも対応し、賦形剤の自動添
加機能を搭載。30種類の散薬カセットがあるため、
頻繁に使用する薬品を効率よく調剤することが可
能です。

多様な調剤ニーズに対応

　これまで手作業で行っていた一包化錠剤の仕分けや散薬の調剤が自動化されたことで、作業
ミスのリスクが低減し、業務の効率も大幅に向上しました。 その結果、これまで以上に服薬指導
や患者さんとのコミュニケーションに時間をかけられるようになりました。
　特に、患者さんの生活背景や服薬状況を丁寧に把握しながら、一人ひとりに適した指導を行
えるようになったことは大きな変化です。 また、調剤の負担が減ったことで、チーム医療への関
わりも増え、薬剤師としての役割をより広げることができるようになりました。

これまで仕分けミスのリスクを考慮
し廃棄されていた錠剤も、安全に
仕分けし再利用が可能に。高額薬
剤の有効活用にも貢献します。

廃棄ロスの削減

錠剤の形状・色・外寸・識別コードをもとにAIが高精
度に判別。同一特徴を持つ錠剤を正確に仕分けし、ミ
スを防ぎます。

A I搭載で高精度な仕分け

仕分けされた錠剤はRFIDチップを搭載したカップに
収納され、薬剤情報を一元管理。必要に応じて分包
機への呼び出しも可能です。

RFIDチップによる薬剤情報の管理

処方データを流すだけ。 あとはロボットが調剤します。

薬品
選択 秤量 最終

鑑査配分 分割 分包

薬品
選択 秤量 配分 分割 分包

これまでの散薬分包機は、分包
作業は行うけれども、薬品の取り
揃え、秤量作業は人の手で行う
必要がありました。

従来の散薬分包機

NEW NEW

人の手

※最終鑑査は必ず行ってください。

最終
鑑査

●全量鑑査
●包間のばらつき
  チェック

人の手

●全量鑑査
●包間のばらつき
  チェック

人の手

　近年、医療現場ではデジタル技術の進展により業務の効率化が進み、薬剤部においてもDX
（デジタルトランスフォーメーション）を積極的に推進しています。当院薬剤部では、従来の対物業
務にとどまらず、薬剤師が患者さん一人ひとりに寄り添い、より質の高い薬剤指導や服薬管理を
行う「対人業務」の充実を目指しています。
　その実現に向け、調剤業務の自動化・省力化を進めることで薬剤師の負担を軽減し、患者さん
と向き合う時間を確保する体制を整えています。
　本特集では、薬剤部における医療DXの具体的な取り組みとして、一包化錠剤自動仕分け装置
や散薬調剤ロボットなどの最新設備をご紹介させていただきます。

散薬秤量調剤の常識が変わりました。

機械の力を借りることで、私たち薬剤師はより専門性を発揮し、
安心して業務に取り組めるようになりました

　これまで、一包化錠剤の仕分けや散薬の調剤は慎重さが求められる作業であり、 特に繁忙期には
業務負担が増していました。最新の自動化設備が導入されたことで、そうした作業の正確性が向上し、
精神的な負担も軽減されたと感じています。例えば、夜間の業務や緊急対応の際も、機械が安定し
て調剤を行ってくれることで、私たちは最終確認に注力でき、より安全な医療を提供できるようになりました。調剤ミスのリスクが減る
ことで、業務のスピードと精度が向上し、患者さんにより迅速に薬を届けられるようになったのも大きなメリットです。 
　また、設備を導入することで、薬剤師がより専門的な業務に時間を割くことができるようになりました。薬剤の適正使用の提案や副
作用モニタリングなど、患者さんにとってより付加価値の高い業務に集中できる環境が整ったと実感しています。

〈ほどき〉＋〈溜め〉 〈仕分け〉 〈もどし〉

30カセットを搭載、
RFID認識で
薬品を自動選択

予備カセットは充填窓からセットします。散薬カセット保管棚
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し
ま
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1

処方箋を
よみこむことで
散薬が自動的に
調剤されます。
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り揃え、秤量、分割、分包といった工程を手
作業で行う必要があり、多くの時間と労力を
費やしていました。今回導入した散薬調剤
ロボットにより、これらの工程をすべて自動
化することが可能となりました。

返品された一包化錠剤を専用トレイに投入するだけ
で、自動で錠剤を判別・仕分け。1,000錠を約9時間
で処理でき、薬剤師の業務負担を大幅に軽減します。

返品された一包化錠剤を自動で
識別し、適切に仕分ける装置。従
来手作業で行っていた仕分け作
業を自動化することで、ヒューマン
エラーの防止や作業時間の大幅
な削減が可能となります。

特集

薬剤部における医療DXの取り組み
～薬剤師の業務を支援する最新設備のご紹介～

1.

2.

一包化錠剤自動仕分け装置

散薬調剤ロボット

調剤業務の負担が減り、患者さんと向き合う時間が増えました

仕分け作業時間の削減

処方データを入力するだけで、薬品の選択・秤量・
分包まで全自動。調剤スピード向上により、薬剤
師の作業負担を軽減します。

自動化による業務時間の短縮

RFIDによる薬品認識で取り違えを防止するととも
に、精密な秤量とデジタル監視でヒューマンエラー
を抑制します。

正確な調剤とエラー防止

分包機内部の散薬残留を防ぎ、コンタミネーショ
ンを回避するなど自動洗浄機能で衛生管理を徹底。
また、秤量結果のデジタル履歴を保存し、監査体
制を強化しています。

安全性・品質管理の強化

小児向けの少量分包にも対応し、賦形剤の自動添
加機能を搭載。30種類の散薬カセットがあるため、
頻繁に使用する薬品を効率よく調剤することが可
能です。

多様な調剤ニーズに対応

　これまで手作業で行っていた一包化錠剤の仕分けや散薬の調剤が自動化されたことで、作業
ミスのリスクが低減し、業務の効率も大幅に向上しました。 その結果、これまで以上に服薬指導
や患者さんとのコミュニケーションに時間をかけられるようになりました。
　特に、患者さんの生活背景や服薬状況を丁寧に把握しながら、一人ひとりに適した指導を行
えるようになったことは大きな変化です。 また、調剤の負担が減ったことで、チーム医療への関
わりも増え、薬剤師としての役割をより広げることができるようになりました。

これまで仕分けミスのリスクを考慮
し廃棄されていた錠剤も、安全に
仕分けし再利用が可能に。高額薬
剤の有効活用にも貢献します。

廃棄ロスの削減

錠剤の形状・色・外寸・識別コードをもとにAIが高精
度に判別。同一特徴を持つ錠剤を正確に仕分けし、ミ
スを防ぎます。

A I搭載で高精度な仕分け

仕分けされた錠剤はRFIDチップを搭載したカップに
収納され、薬剤情報を一元管理。必要に応じて分包
機への呼び出しも可能です。

RFIDチップによる薬剤情報の管理

処方データを流すだけ。 あとはロボットが調剤します。

薬品
選択 秤量 最終

鑑査配分 分割 分包

薬品
選択 秤量 配分 分割 分包

これまでの散薬分包機は、分包
作業は行うけれども、薬品の取り
揃え、秤量作業は人の手で行う
必要がありました。

従来の散薬分包機

NEW NEW

人の手

※最終鑑査は必ず行ってください。

最終
鑑査

●全量鑑査
●包間のばらつき
  チェック

人の手

●全量鑑査
●包間のばらつき
  チェック

人の手

　近年、医療現場ではデジタル技術の進展により業務の効率化が進み、薬剤部においてもDX
（デジタルトランスフォーメーション）を積極的に推進しています。当院薬剤部では、従来の対物業
務にとどまらず、薬剤師が患者さん一人ひとりに寄り添い、より質の高い薬剤指導や服薬管理を
行う「対人業務」の充実を目指しています。
　その実現に向け、調剤業務の自動化・省力化を進めることで薬剤師の負担を軽減し、患者さん
と向き合う時間を確保する体制を整えています。
　本特集では、薬剤部における医療DXの具体的な取り組みとして、一包化錠剤自動仕分け装置
や散薬調剤ロボットなどの最新設備をご紹介させていただきます。

散薬秤量調剤の常識が変わりました。

機械の力を借りることで、私たち薬剤師はより専門性を発揮し、
安心して業務に取り組めるようになりました

　これまで、一包化錠剤の仕分けや散薬の調剤は慎重さが求められる作業であり、 特に繁忙期には
業務負担が増していました。最新の自動化設備が導入されたことで、そうした作業の正確性が向上し、
精神的な負担も軽減されたと感じています。例えば、夜間の業務や緊急対応の際も、機械が安定し
て調剤を行ってくれることで、私たちは最終確認に注力でき、より安全な医療を提供できるようになりました。調剤ミスのリスクが減る
ことで、業務のスピードと精度が向上し、患者さんにより迅速に薬を届けられるようになったのも大きなメリットです。 
　また、設備を導入することで、薬剤師がより専門的な業務に時間を割くことができるようになりました。薬剤の適正使用の提案や副
作用モニタリングなど、患者さんにとってより付加価値の高い業務に集中できる環境が整ったと実感しています。

〈ほどき〉＋〈溜め〉 〈仕分け〉 〈もどし〉

30カセットを搭載、
RFID認識で
薬品を自動選択

予備カセットは充填窓からセットします。散薬カセット保管棚

目
視
で
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ェ
ッ
ク
し
ま
す

3

仕
分
け
ス
タ
ー
ト

2

セ
ッ
ト
し
ま
す

1

処方箋を
よみこむことで
散薬が自動的に
調剤されます。



Kurume University Hospital News Letter 76

	●小児科	 外来	TEL：31-7614／FAX：35-4732　　病棟	TEL：31-7662
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

内分泌

喜多村美幸 喜多村美幸 西岡　淳子 西岡　淳子 西岡　淳子
(第1・3週のみ)

西岡　淳子
(第1・3週のみ)

海野　聡子 海野　聡子 齊木　玲央 齊木　玲央

海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子 石本　隆浩 石本　隆浩
古賀木綿子
(第2・4週のみ)

古賀木綿子
(第2・4週のみ)

石本　隆浩 石本　隆浩

齊木　玲央 齊木　玲央

神経発達

原　　宗嗣 原　　宗嗣 小池　敬義 原　　宗嗣 原　　宗嗣
小池　敬義 小池　敬義 山下　哲也 小池　敬義 小池　敬義
山下　哲也 山下　哲也 後藤　康平 後藤　康平

山下　哲也 山下　哲也

腎・泌尿器

田中　征治 田中　征治 田中　征治
倉田　悟子 倉田　悟子 日吉　祐介 日吉　祐介
日吉　祐介 日吉　祐介 倉田　悟子 倉田　悟子
新居見真吾 吉田　賢弘

(第2・4週のみ)

循環器

須田　憲治 須田　憲治
寺町　陽三 寺町　陽三
高瀬　隆太 高瀬　隆太
鍵山　慶之 鍵山　慶之
山川　祐輝 山川　祐輝

アレルギー 岡松　由記
(第1・3・5週のみ)

岡松　由記
(第1・3・5週のみ)

血液・腫瘍

稲田　浩子
（第2，4週）

稲田　浩子
（第2，4週）

大園　秀一 大園　秀一

中川慎一郎 中川慎一郎
満尾　美穂 満尾　美穂
島田　　翔
松尾　陽子

新生児

原　　直子 原　　直子 獄間澤昌史 獄間澤昌史 木下　正啓 木下　正啓
中村　美彩 中村　美彩 進藤　亮太 進藤　亮太
原　　直子 原　　直子 原　　直子 原　　直子

久保雄太郎 緑川　浩子

代謝・遺伝
渡邊　順子 渡邊　順子 渡邊　順子

高瀬　隆太 高瀬　隆太 福井　香織 福井　香織
高瀬　隆太 高瀬　隆太

感染症
後藤　憲志 屋宮　清仁
屋宮　清仁 三宅　　淳
三宅　　淳

消化器・肝臓

水落　建輝 水落　建輝
津村　直弥 津村　直弥
木村　　拓 木村　　拓
本間　一樹 本間　一樹

免疫・膠原病 西小森隆太 西小森隆太 西小森隆太

予防接種 後藤　憲志
三宅　　淳

総合診療 津村　直弥 清松　光貴 原　　宗嗣 三宅　　淳 屋宮　清仁 中村　美彩 高瀬　隆太 高瀬　隆太 日吉　裕介 鍵山　慶之
心身症 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大

	●小児外科	 外来	TEL：31-7614／FAX：35-4732　　病棟	TEL：31-7663
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

全般　胆道閉鎖症
消化器

橋詰　直樹 　 　 　 深堀　　優
（第3金曜のみ
完全予約制）

　

全般　消化器
呼吸器　腫瘍

升井　大介 橋詰　直樹 加治　　建 橋詰　直樹 　　 古賀　義法
坂本　早季 古賀　義法 坂本　早季 升井　大介

全般　肝胆道
消化器　腫瘍

外来担当医一覧表 令和7年4月1日現在

紹介予約センター		TEL：0942-27-5673／FAX：0942-31-7897こちらからwebで詳細を確認できます
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	●歯科口腔医療センター	 外来	TEL：31-7623／FAX：31-7950　　病棟	TEL：31-7677

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

歯科・口腔
外科疾患初診
＜専門外来＞
歯科・口腔外科・

口腔内科疾患初診

楠川　仁悟 喜久田翔伍 楠川　仁悟 中村　守厳 中村　守厳
安陪　由思 篠崎　勝美 安陪　由思

＜外来小手術＞ 外来担当医 外来担当医 外来担当医 外来担当医 外来担当医
名取　　徹 古賀　　真

＜専門外来＞ 
睡眠時無呼吸症候群

外来担当医

＜専門外来＞ 
顎関節症

中村　芳明
(第1週のみ)

＜専門外来＞
歯科矯正　顎変形症

　
　

浦野　和雄
(第1・3週のみ)

　
　

　
　

　
　

浦野　和雄
(第2・4週のみ)

　
　

＜専門外来＞ 
口腔心身症外来

高向　和宜
(第3週のみ)

	●形成外科・顎顔面外科	 外来	TEL：31-7616／FAX：31-7901　　病棟	TEL：31-7756

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般/再建/リンパ
浮腫/頭の形

守永　圭吾

一般/頭頸部再建
/胸郭変形

大石　　王

一般/再建/乳房
再建一般

田中啓二郎

一般 久富健太郎 草場　啓彰
担当医 担当医 担当医 担当医

母斑・レーザー専門 王丸　陽光 王丸　陽光
血管腫専門 田中　法瑞

一般
口唇口蓋裂、小
耳症/美容外科 
（完全予約制）

力丸　英明

	●皮膚科	 外来	TEL：31-7618／FAX：31-7900　　病棟	TEL：31-7677
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

皮膚疾患全般

名嘉眞健太/
堤　　真宏
（初診)

石井　文人
（初診）

橋川　恵子
（初診）

古賀　浩嗣
（初診）

加来　　洋
（初診）

古賀　浩嗣 田尻真貴子 夏秋　洋平 荒川　正崇 石井　文人
加来　　洋 武藤　一考 嘉多山絵理 笹平　摂子 橋川　恵子
大園　綾花 土居　礼一 名嘉眞健太 田尻真貴子 堤　　真宏
嘉多山絵理 森田　寛之 髙木真梨枝 山城　千晶 山本紗由美
廣松　慧美 山本紗由美 宮里　太朗

入院手術外来 嘉多山絵理

悪性腫瘍
武藤　一考
(リンパ腫外来)

名嘉眞健太 名嘉眞健太

土居　礼一 土居　礼一
掌蹠膿疱症・

遺伝性血管性浮腫
名嘉眞武國
大園　綾花

水疱症・
遺伝性角化症

石井　文人 石井　文人

水疱症 古賀　浩嗣

アトピー性皮膚炎
アレルギー

田尻真貴子 山本紗由美 田尻真貴子
(アトピー性皮膚炎)
山本紗由美
(プリックテスト)

レーザー外来
  初診：1・3・5週
  治療：2・4週

川村みゆき
左野　桐子
竹内　倫代

脱毛症 夏秋　洋平 荒川　正崇 宮里　太朗
乾癬 廣松　慧美 嘉多山絵理 嘉多山絵理 山城　千晶

遺伝性皮膚疾患
(完全予約制)

濱田　尚宏
(第3週)

膠原病 堤　　真宏
予約検査
予約手術
急患対応

担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師
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	●乳腺外科・一般外科総合外来	 外来	TEL：31-7612／FAX：31-7612　　病棟	TEL：31-7758
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

乳腺・一般外科
唐　　宇飛 朔　　周子 杉原　利枝
朔　　周子 杉原　利枝 唐　　宇飛

予約検査  予約手術 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

	●眼科	 外来	TEL：31-7621／FAX：34-9778　　病棟	TEL：31-7676
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診
吉田　茂生 坂井貴三彦

(第1・3・5週)
佐々木研輔
(第1・3・5週)

吉田　茂生 春田　雅俊

佐々木研輔
（第2・4週）

門田　　遊
（第2・4週）

［専門外来］
外眼部疾患

坂井貴三彦 坂井貴三彦

［専門外来］
前眼部疾患

門田　　遊 門田　　遊
佐々木研輔 佐々木研輔
西原　由華
林　　　亮 林　　　亮

［専門外来］
黄斑部疾患

春田　雅俊 春田　雅俊
嵩　翔太郎 嵩　翔太郎 嵩　翔太郎 嵩　翔太郎
小嶋　修生 小嶋　修生 小嶋　修生 小嶋　修生
西原　由華 西原　由華 西原　由華 西原　由華

［専門外来］
網膜硝子体

吉田　茂生

［専門外来］
ぶどう膜炎

小嶋　修生
田中満理子
西原　由華

[ 専門外来 ]
糖尿病網膜症

嵩　翔太郎

［専門外来］
緑内障

門田　　遊
佐々木研輔 佐々木研輔
坂井貴三彦 坂井貴三彦
林　　　亮 林　　　亮

［専門外来］
神経眼科

担当医師

［専門外来］
斜視・弱視

阿久根穂高 阿久根穂高
田中満理子 田中満理子

［専門外来］
ロービジョン

小嶋　修生
（第2・4週のみ）

	●泌尿器科	 外来	TEL：31-7619／FAX：31-7187　　病棟	TEL：31-7675
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
初診・再診 井川　　掌 名切　　信 上村慶一郎 井川　　掌 名切　　信

再診
上村慶一郎 西原　聖顕 植田　浩介 松永　祥弘 西原　聖顕
築井　克聡 末金　宏基 岩下　将仁 安楽　光咲 小宮　景介

男性更年期外来
上村慶一郎
築井　克聡

ESWL 外来
松永　祥弘 岩下　将仁 小宮　景介 松永　祥弘 岩下　将仁
岩下　将仁 小宮　景介 安楽　光咲 安楽　光咲 安楽　光咲
小宮　景介

	●産科	 外来	TEL：31-7710／FAX：27-7338　　病棟	TEL：31-7670
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診・再診
堀之内崇士 堀之内崇士 横峯　正人 堀之内崇士 清水　隆宏
武藤　　愛 清水　隆宏 武藤　　愛 武藤　　愛 岡村　　優

エコー外来
横峯　正人 横峯　正人 清水　隆宏 清水　隆宏
宗　　邦夫 宗　　邦夫 岡村　　優 宗　　邦夫

胎児心エコー
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	●婦人科	 外来	TEL：31-7620／FAX：27-7338　　病棟	TEL：31-7671
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診
勝田　隆博
(第1,3) 

津田　尚武 西尾　　真

田崎　和人
(第2,4)

再診
西尾　　真 葉　　高杉 津田　尚武
清家　崇史 勝田　隆博 田崎　和人
田崎　慎吾 重川　公弥 吉満　輝行

女性ヘルスケア
木下　　雅
本多加珠美

不妊外来
三田尾　拡 三田尾　拡 三田尾　拡 権藤佳奈子 三田尾　拡
権藤佳奈子 権藤佳奈子 権藤佳奈子 権藤佳奈子

化学療法 西尾　　真 西尾　　真
CIN 担当医

子宮腫瘍 担当医
卵巣腫瘍 担当医

	●脳神経外科	 外来	TEL：31-7617／FAX：27-8241　　病棟	TEL：31-7673

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

脳神経外科一般
森岡　基浩 菊池　　仁 菊池　　仁 森岡　基浩 牧園　剛大 牧園　剛大 牧園　剛大
牧園　剛大 牧園　剛大 橋本　洋佑

脳血管障害
（脳卒中）

廣畑　　優 廣畑　　優 廣畑　　優 折戸　公彦 折戸　公彦 古田啓一郎
折戸　公彦

脊椎・脊髄疾患
服部　剛典 服部　剛典 服部　剛典

牧園　剛大 牧園　剛大

脳腫瘍
坂田　清彦 中村　英夫 音琴　哲也 中村　英夫 音琴　哲也

坂田　清彦 坂田　清彦 坂田　清彦
音琴　哲也 音琴　哲也

頭部外傷（高次脳） 菊池　　仁
てんかん 音琴　哲也 音琴　哲也
小児疾患 下川　尚子 下川　尚子 音琴　哲也 下川　尚子 下川　尚子

	●麻酔科	 外来	TEL：31-7624／FAX：31-7872
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
術前紹介・
周術期管理

担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

	●内分泌代謝内科・糖尿病センター	 外来	TEL：31-7611／FAX：31-7932　　病棟	TEL：31-7668
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

新患
井口　志洋 井口　志洋 蓮澤　奈央 蓮澤　奈央 渡邉千加世 渡邉千加世 永山　綾子 永山　綾子 合原　水月 合原　水月
足達　彩香 足達　彩香 岡田　一樹 岡田　一樹 足達　彩香 足達　彩香 渡邉千加世 渡邉千加世 迫　　智基 迫　　智基

再来

蓮澤　奈央 蓮澤　奈央 野村　政壽 野村　政壽 井口　志洋 井口　志洋 蘆田　健二 蘆田　健二 大塚　由絵 大塚　由絵
力武純二郞 力武純二郞 永山　綾子 永山　綾子 大塚　由絵 大塚　由絵 大塚　由絵 大塚　由絵 足達　彩香 足達　彩香
担当医 担当医 合原　水月 合原　水月 迫　　智基 迫　　智基 岡田　一樹 岡田　一樹 金城　美優 金城　美優

加瀬　聖也 加瀬　聖也
甲状腺細胞診 担当医師

	●精神神経科	 外来	TEL：31-7613／FAX：31-7912　　病棟	TEL：31-7678
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
一般 小曽根基裕 小曽根基裕 小路　純央 小路　純央 小曽根基裕 佐藤　　守 佐藤　　守 佐藤　　守
睡眠障害 小曽根基裕 小曽根基裕 土生川光成 小曽根基裕 比江嶋啓至 比江嶋啓至 比江嶋啓至
てんかん 本岡　大道 安元　眞吾 本岡　大道 本岡　大道 安元　眞吾 本岡　大道 安元　眞吾
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	●循環器病センター	 外来	TEL：31-7628／FAX：31-7706　　病棟	TEL：31-7667（内科）、31-7660（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

循環器一般
心雑音

福本　義弘 本多　亮博 森川　　渚 深水　亜子 福本　義弘 戸次　宗久 榎本　美佳 大野　聡子 眞島　涼平 深水　亜子
吉田　典子 野原　　夢 吉川　尚宏 古野　晶子 安川　秀雄 足達　　寿 本間　丈博 力武　美子 本多　亮博
仲吉　孝晴 佐々木雅浩
大野　聡子

冠動脈疾患 仲吉　孝晴 光武　良亮 佐々木健一郎 佐々木健一郎 光武　良亮 板家　直樹 横山　晋二
板家　直樹

血管新生療法 佐々木健一郎 佐々木健一郎
末梢動脈疾患 吉賀　　巧

弁膜症
心雑音

仲吉　孝晴 板家　直樹 光武　良亮 板家　直樹
光武　良亮

不整脈
堀　　賢介 大江　征嗣 大江　征嗣
服部　悠一 森田　浩介

北村　知聡
ファブリー病 安川　秀雄

VAD 外来 岡部　浩太
心不全・心筋症 芝尾　昴大 芝尾　昴大 岡部　浩太 野原正一郎

（隔週）
心不全・肥大心 田原　宣広 田原　宣広
心アミロイドーシス・
心サルコイドーシス

田原　宣広 田原　宣広

肺高血圧症 古賀　祐樹 田原　宣広 田原　宣広
大型血管炎 田原　宣広
院内紹介 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

生活習慣病・高血圧 松岡　秀洋 松岡　秀洋
腫瘍循環器 芝尾　昴大 中尾　英智 野原正一郎

（隔週）
心臓リハビリテーション 高田　優起

心臓外科
田山　栄基 庄嶋　賢弘
高木　数実
有永　康一

心臓外科
経カテーテル大動脈
弁埋め込み術（TAVI）

心雑音

髙瀬谷　徹

血管外科 大塚　裕之 今井　伸一
金本　　亮 新谷　悠介

心臓血管外科 朔　　浩介
成人先天性疾患 須田　憲治

振動病 石竹　達也

	●内科総合外来	 外来	TEL：31-7611／FAX：31-7932
病棟	TEL：31-7757（血液・腫瘍）、31-7665（神経・膠原病）、31-7894（集学治療）

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

脳神経内科
入江　研一 入江　研一 森　慎一郎 森　慎一郎 今居　達也 今居　達也 入江　研一 入江　研一 今居　達也 今居　達也
立石　貴久 立石　貴久 立石　貴久 立石　貴久 立石　貴久 立石　貴久 丸山俊一郎

（2、4週）
森　慎一郎 森　慎一郎

入江　研一
（筋電図）

腎臓内科初診 担当医 深水　　圭 担当医 担当医 担当医
担当医

腎臓内科再診 深水　　圭 深水　　圭 深水　　圭 田口　顕正 田口　顕正 柴田　　了 柴田　　了 甲斐田裕介 甲斐田裕介
中村　奈央 中野　　薫 植田　詩子 植田　詩子 伊藤佐久耶 児玉　　豪 児玉　　豪

血液・腫瘍内科初診 中村　剛之 山口　真紀 大屋　周期 山崎　嘉孝 高木　友輔
血液・腫瘍内科 

再診
長藤　宏司 山口　真紀 長藤　宏司 毛利　文彦 長藤　宏司
中村　剛之 大屋　周期 山崎　嘉孝 山口　真紀

リウマチ・
膠原病内科

井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 海江田信二郎 海江田信二郎 海江田信二郎 海江田信二郎
海江田信二郎
(第3週AMのみ）

松田光太郎 松田光太郎 矢野　真弓 矢野　真弓 松田光太郎 松田光太郎 福田　裕大 福田　裕大

古賀　琢眞 古賀　琢眞 日髙由紀子 日髙由紀子 荒木ちひろ 荒木ちひろ 吉田　裕美 吉田　裕美

遺伝外来

沼田　早苗 西小森隆太 沼田　早苗 沼田　早苗 堀之内崇士 沼田　早苗 沼田　早苗
渡邊　順子 沼田　早苗 沼田　早苗
高瀬　隆太
福井　香織

睡眠医療外来

川山　智隆 木下　　隆
比江嶋啓至 比江嶋啓至
水木　　慧 水木　　慧

横山　　遼

もの忘れ外来

森田喜一郎
小路　純央
佐藤　　守
山下　裕之
児玉　英也
吉本　幸治

がん集学治療
外来初診

長主　祥子 田中　俊光 三輪　啓介 深堀　　理

がん集学治療
外来再診

三輪　啓介 田中　俊光 田中　俊光 三輪　啓介 三輪　啓介 三輪　啓介 長主　祥子
長主　祥子 長主　祥子 田中　俊光 深堀　　理 深堀　　理

海外旅行・ワクチン
感染制御科

渡邊　　浩 渡邊　　浩 渡邊　　浩 後藤　憲志 渡邊　　浩 三宅　　淳 渡邊　　浩 後藤　憲志
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	●消化器病センター	 外来	TEL：31-7627／FAX：31-7712　　病棟	TEL：31-7666（内科）、31-7758（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

肝疾患（内科）/
肝炎・肝疾患全般

中村　　徹 中村　　徹 川口　　巧 川口　　巧 古賀　浩徳 古賀　浩徳 古賀　浩徳 井出　達也
（再診のみ）

天野　恵介

天野　恵介 天野　恵介 増田　篤高 増田　篤高 有永　照子
（第2・4週）
再診のみ

有永　照子
（第2・4週）
再診のみ

中村　　徹

上部消化管（内科）/
食道・胃内視鏡診断

及び治療

南　真平 南　真平 久永　　宏 久永　　宏 中根　智幸 中根　智幸 向笠　道太 向笠　道太 福永　秀平 福永　秀平

食道（外科）/食道癌 森　　直樹 森　　直樹 最所　公平 最所　公平 最所　公平 最所　公平
胃疾患（外科）/

胃癌
石橋　生哉 磯邉　太郎 磯邉　太郎
田中　侑哉 田中　侑哉

胆道・膵臓疾患
（内科）/
胆・膵腫瘍・
胆道結石

寺部　寛哉 寺部　寛哉 吉村　壮平 吉村　壮平 平井　真吾
（第1・3週）

平井　真吾 平井　真吾 阪上　尊彦
（第2・4・5週）

肝臓・胆道・膵臓
疾患（外科）/
肝胆・膵腫瘍・
胆道結石

緑川　隆太 緑川　隆太 久下　　亨 久下　　亨 赤司　昌謙 赤司　昌謙 福冨　章悟 福冨　章悟
後藤　祐一 後藤　祐一

肝臓・胆道・
膵臓疾患（外科）/
肝胆・膵腫瘍・
胆道結石（再来）

赤司　昌謙 赤司　昌謙

下部消化管（内科）
/大腸内視鏡診断
及び治療

長　知徳 長　知徳 吉岡慎一郎 吉岡慎一郎 竹田津英稔 竹田津英稔 森田　　俊 森田　　俊 桑木光太郎 桑木光太郎

下部消化管（外科）
/大腸癌・

炎症性腸疾患

大地　貴史 大地　貴史 藤田　文彦 藤田　文彦 吉田　武史 吉田　武史
吉田　直裕 吉田　直裕

脂肪肝外来
（内科）

川口　　巧 川口　　巧 川口　　巧
(第2・4のみ)
(P.M.再診のみ）

中野　　暖 中野　　暖
戸次　鎮宗 戸次　鎮宗

胸焼け・つかえ
外来（内科）

福永　秀平
（予約制）

福永　秀平
（予約制）

がんとゲノムの
相談外来

藤吉　健司 古賀　浩徳 主藤　朝也

	●炎症性腸疾患センター	 外来	TEL：31-7627／FAX：31-7712	

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

内科 竹田津英稔
（再診のみ）

竹田津英稔
（再診のみ）

吉岡慎一郎 吉岡慎一郎 竹田津英稔 竹田津英稔 森田　　俊 森田　　俊 桑木光太郎 桑木光太郎

外科

	●肝がんセンター	 外来	TEL：31-7930／FAX：31-7712

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

内科
中野　聖士 中野　聖士 黒松　亮子 黒松　亮子 新関　　敬 新関　　敬 城野　智毅 城野　智毅 新関　　敬

下瀬　茂男 下瀬　茂男
外科 久下　　亨 久下　　亨 酒井　久宗 酒井　久宗

	●呼吸器病センター	 外来	TEL：31-7629／FAX：31-7711　　病棟	TEL：31-7665（内科）、31-7660（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

呼吸器内科

川山　智隆 川山　智隆 星野　友昭 星野　友昭 東　　公一 東　　公一 星野　友昭 星野　友昭 星野　友昭 星野　友昭
時任　高章 時任　高章 富永　正樹 富永　正樹 木下　　隆 木下　　隆 東　　公一 東　　公一 川山　智隆 川山　智隆
石井　秀宣 石井　秀宣 東　   公一 東　　公一 石井　秀宣 石井　秀宣 石井　秀宣 石井　秀宣 富永　正樹 富永　正樹
佐々木　潤 佐々木　潤 松岡　昌信 松岡　昌信 佐々木　潤 佐々木　潤 財前　圭晃 財前　圭晃 木下　隆 木下　隆
財前　圭晃 財前　圭晃 時任　高章 時任　高章 真玉　豪士 真玉　豪士 徳永　佳尚 徳永　佳尚 時任　高章 時任　高章
山田　啓義 山田　啓義 矢野　　稜 矢野　　稜 新患担当 新患担当 新患担当 新患担当 新患担当 新患担当

放射線科 藤本　公則 藤本　公則 藤本　公則

呼吸器外科
横山新太郎 横山新太郎 樫原　正樹 樫原　正樹 光岡　正浩 光岡　正浩 寺﨑　泰宏 寺﨑　泰宏 内田　祐良 内田　祐良

上田雄一郎
睡眠時無呼吸
症候群外来

川山　智隆 木下　　隆

肺がんセンター
石井　秀宣 藤本　公則 東　　公一 光岡　正浩 時任　高章

東　　公一 東　　公一
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医療連携センター

人と地球にやさしい、生命（いのち）を慈しむ医療

久留米大学病院  地域医療連携広報誌

【編集・発行】 久留米大学病院　医療連携センター　2025年4月発行
【電話】 0942-31-7637　【E-mail】 renkei@kurume-u.ac.jp

今年度は、R7.9.15月、R7.11.24月、R8.1.12月、R8.2.23月を、開院いたします。
広報誌「News Letter」は、各医療機関に1冊ずつ配付しております。追加が必要な医療機関はお申し出ください。

予約専用フリーダイヤル
電話: 0800-200-4897／FAX: 0800-200-9489

紹介予約センター直通
電話: 0942-27-5673／FAX: 0942-31-7897
※スマートフォン・携帯電話の場合は、こちらにお電話ください※非通知設定されている場合は、頭に「186」をつけてください

FAX受付後、
順番に患者さんへ
ご連絡いたします。

受付
時間

月～金
8時30分から17時

※詳細なご予約方法・久留米大学病院案内図につきましては、
　久留米大学病院ホームページ 紹介予約センターをご覧ください。
（https://www.hosp.kurume-u.ac.jp/introduction/section/cooprat/referral_reservation_center/）

患者さんご紹介の際は『紹介予約センター』をご利用ください

	●耳鼻咽喉科・頭頸部外科	 外来	TEL：31-7622／FAX：31-7531　　病棟	TEL：31-7674
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般 菅野　景子 菅野　景子 再来医 再来医 菅野　景子 菅野　景子 再来医 再来医 菅野　景子 菅野　景子
再来医 川口壽比古 再来医

一般・腫瘍 末吉慎太郎 末吉慎太郎 千年　俊一 佐藤　文彦 小野　剛治 小野　剛治
喉頭（音声・嚥下）・

腫瘍
千年　俊一 梅野　博仁 佐藤　文彦 梅野　博仁

栗田　　卓 栗田　　卓
鼻・副鼻腔 平木　　陽
めまい 坂田　美子

睡眠・いびき 川口壽比古

耳・小児難聴 田中久一郎 田中久一郎
黒岩　大海 黒岩　大海

	●整形外科	 外来	TEL：31-7615／FAX：31-7877　　病棟	TEL：31-7672
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般・外傷

森戸　伸治 小倉　友介 小倉　友介 赤塚　考太
（第 1.3.5 週）

小倉　友介
（第 1.3.5 週）

岡部　成倫
（第 1.3.5 週）

森戸　伸治

柿添　瑞貴 大作　明広 柿添　瑞貴 西村　大幹
（第 2.4 週）

北川　　光
（第 2.4 週）

大作　明広

二見　俊人 西村　大幹

脊椎 佐藤　公昭 佐藤　公昭 山田　　圭 佐藤　公昭
横須賀公章 横須賀公章 横須賀公章

手外科 吉田　史郎 吉田　史郎 吉田　史郎 松浦　充洋
松浦　充洋 松浦　充洋

腫瘍 平岡　弘二 平岡　弘二 濵田　哲矢
濵田　哲矢 濵田　哲矢

側弯症 森戸　伸治
二見　俊人

小児整形 中村　英智
リハビリ 松瀬　博夫

骨粗鬆症

平岡　弘二
（第 3 週）
松瀬　博夫

（第 2.4 週）
山田　　圭

（第 1.3 週）

リウマチ科 松田光太郎
（内科総合）

松田光太郎
（内科総合）

	●緩和ケアセンター	 外来	TEL：31-7661／FAX：31-7661
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

緩和ケア外来 中川　景子
（森山 悦子）

	●放射線科	 外来	TEL：31-7627／FAX：31-7712　　病棟	TEL：31-7894
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
放射線治療 宮田　裕作 村木宏一郎 明田　亮輔 淡河恵津世 淡河恵津世 服部　睦行
画像診断ＩＶＲ 小金丸雅道
消化器画像診断 東南　辰幸 角　　明子
ＩＶＲ（画像下治療） 小金丸雅道 小金丸雅道


